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Ⅳ　関係資料
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平成２７年度現在学年○印
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単位

学校番号（４）

平成２７年度教育課程表 熊本県立第二高等学校　全日制

学　　　　　科 理　　　　数　　　　科

入　学　年　度 平　成　２５　年　度　入　学

※学校設定科目「科学家庭」，「科学情報」，「スーパーサイエンス」（Ⅰ～Ⅲ）の履修をもって，

　それぞれ「家庭基礎」，「情報の科学」，「総合的な学習の時間」における学習活動を代替する。

※「科学英語」は学校設定科目である。
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合　　　計 33 33 33 99

1 3

総合 二高ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｰﾆﾝｸﾞ 3～6

特活 ホームルーム活動 1 1

1

専 門 教 科 計 12 16 16 44
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課 題 研 究 2～4 1 1

理 数 生 物 3～12 4 5 0,4,9

理 数 地 学 3～12 0,4,9

理 数 物 理 3～12 4 4,9
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は選択

合　　　計 33 33

総合 二高ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｰﾆﾝｸﾞ 3～6

特活 ホームルーム活動 1

■教育課程表

■13年間の第二高ＳＳＨの成果

３領域での課題研究

５領域での課題研究

英語課題研究の導入

課題研究件数の増加

大学連携で一層の進路意識の高まり
現役国公立大学合格者数H20 九州１位、全国 2位

科学系人材育成

理数教育の充実

語学力の向上

大学・研究機関
との連携・普及

効果的な連携の方策

成果の普及を図る
システムの構築

・リスニング能力
・リーディング能力の向上

・コミュニケーション能力
・プレゼンテーション能力の向上
・語学力向上システムを構築

課 題 研 究

・課題発見能力

科学系人材育成プログラム
の指導法の確立

・SSH指定校合同課題研究発表会
・科学系部活動研修会

教科連携による指導法の研究

H17化学班｢酸化チタン驚異のパワー｣
科学技術振興機構理事長賞受賞

H21 物理班｢熊本の自然～鼻ぐり井手
の構造から科学技術の応用に挑む～｣
ポスター賞受賞
（3年連続 SSH生徒研究発表会出場）

H25 生物班
｢高機能性甘酒の製造に関する
研究～抗酸化能に及ぼす製麹温度の影響～｣
科学技術振興機構理事長賞受賞

【普通科・美術科での探究活動の実施】

H18 卒業生：大学 3年から大学院
　　　　　　への飛び級

教科横断化による
科学的リテラシーの醸成
【科学情報・科学家庭の設定】

H22 地学班：日本地質学会学術大会
　　　　　　での発表

理数教育基盤の構築

熊本県立第二高等学校 第 1~3 期ＳＳＨ研究開発の成果報告添付資料１

・大学等の出前授業
・大学等の特別授業の活用

カリキュラム・指導法の開発

・論理的思考力
　創造性・独創性の指導法
　の高まり

科学英語の導入

プレゼンテーション能力の向上

・探究心の向上(意識調査より)
［課題］創造力・独創力の評価法

理数科卒業生の大学院
進学率の高まり

･小中学校との連携

・大学等の出前授業
・大学等の特別授業

高校間の連携強化

科学的能力開発ゼミでの評価法
(創造力・独創力)開発　
熊大教育学部と連携

課題研究班と大学との連携強化

研究の質の高まり

研究成果を英語で発信
・模擬国際学会

・地域の人的・物的資源の活用

・卒業生→１３年間SSH指定を
　　　　　生かす

・大学院外国人留学生

外部人材との連携強化

・宮崎北高校ＳＳＨとの連携

大学での体験学習講座の定着

探究活動をサポートする
人的ネットワークの構築

H15

第
１
期

H17
〜
　
　
３
か
年

第
２
期

〜
　
　
５
か
年

H18

H22

第
３
期

〜
　
　
５
か
年

H23

H27 【発信 ･つなげる】 グローバル化への対応

理数科課題研究の成果普及

【研究 ･きわめる】

【基礎固め ･みつめる】

・課題解決能力

H27環境班
｢雑草から水素を発生させる研究｣
中国青少年科学技術イノベーションコンテスト
国際代表部門 金賞受賞

H27 宇宙工学班
｢宇宙空間における植物の栽培方法の提案｣
衛星設計コンテスト
 ジュニア大賞受賞

科学的能力開発ゼミ

中核拠点校としての
在り方の研究
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熊本県立第二高等学校スーパーサイエンス
ハイスクール第 9 回運営指導委員会
■趣旨
　スーパーサイエンスハイスクールとして指定を受けた熊本県
立第二高等学校の研究運営に関し、専門的見地から指導、助言、
評価を行い、理数系教育に関する教育課程等の改善のための研
究開発を支援する。
■主催　熊本県教育委員会
■期日　平成 27 年 7 月 24 日（金）
■会場　熊本県立第二高等学校セミナーハウス
■出席者
　運営指導委員
　元熊本大学長	 谷口　　功
　熊本県立大学環境共生学部 名誉教授	 篠原　亮太
　ソニーセミコンダクタ株式会社
　熊本テクノロジーセンター
　人事部人材開発課 SSS 推進担当	 大脇　光一
　熊本大学教育学部 教授	 島谷　　浩
　崇城大学工学部ナノサイエンス学科 教授	 八田　泰三
　県立教育センター　主幹	 赤峯　達雄
　熊本県教育庁関係職員
　　高校教育課　審議員	 松永　健身
　　高校教育課　主幹	 田中　　篤
　　高校教育課　指導主事	 原　　恭一
　熊本県立第二高等学校関係職員
■日程
　⑴ 受付	 9:45 ～ 10:00
　⑵ 運営指導委員会開会	 10:00 ～ 10:10
　⑶ 第二高校からの報告	 10:10 ～ 10:25
　　「平成 27 年度ＳＳＨ事業計画について」
　⑷ 第二高校からの報告に関する協議	 10:25 ～ 10:45
　⑸ 研究協議	 10:55 ～ 11:50
　　「第 4 期ＳＳＨ指定申請内容について」
　⑹ 閉会	 11:50 ～ 12:00

【研究協議内容】
（谷口委員）
　第四期に向けて、申請の骨格を今、ご説明いただいて、「み
つめる・きわめる・つなげる」、第二高校がＳＳＨの中でやっ
てこられた学習の基本のところをベースにしながら、テーマと
して、防災・減災とありますけど、「熊本を世界一安全な都市」
としてテーマにしながら、申請をしたらどうかという方向のご
説明でございました。第四期ですから第三期までの活動をベー
スにしながら、そこでできたことをさらに発展させなければな
りません。皆さん方の中からご意見を出していただければあり
がたいなと思います。

（篠原委員）
　今のお話の中で、違和感を感じました。急に防災・減災の話
が出てきたので。今までの研究課題ではなくて、研究の内容と
の関連性というのが。今までの 13 年間やってきた集大成です
から、その話を長く溝を埋めないと、多分審査員は「あれ ?」
という感じになると思います。「今までこういうことやってき
たので最終的にはこうこうします」ということが必要ではない
かと考えます。

（島谷委員）
　英語のことに関して触れさせて頂きたいと思いますが、世界
に発信できるような、英語のコミュニケーション能力といいま
すか、そういう独創的な研究を世界に発信できるというところ
を、目標に掲げていただけると良いと思います。まあ十分、で
きていると思います。どちらかというと内よりなので、それを
世界的に広げるような形で英語というものを使って発表する。
今までの実施報告書では、語学力という言葉を使われておられ
ますが、英語コミュニケーション能力とか、英語プレゼンテー
ション能力という言葉をもっとはっきりだされてもいいのでは
ないかと思います。

（八田委員）
　質問をしたいことがありまして、第四期の申請にあたり、
13 年間を振り返ってみて、何が第二高校として売りになって
きたかっていうところを一つ。それと、逆に反省点としてこれ
はちょっと・・・というところもおありになると思います。そ
の二つをちょっと簡単に教えていただいてもいいですか。

（福田）
　本校ＳＳＨの一番の成果は、課題研究になると思います。全
国規模のＳＳＨ生徒研究発表会において平成 25 年では、科学
技術振興機構理事長賞受賞、そして昨年度が、ポスター発表賞
を受賞しました。他校ではそこに出てくる発表のほとんどが科
学系部活動の発表であり、研究に時間をかけているところが多
いです。第二高校の場合は、週 2 時間と、休日、長期休業中
も使いますけども、短い時間で生徒たちが研究の力を身につけ
て発表の場に向かっていくことが一番の 13 年間の成果と考え
ます。反省点は、主対象が理数科でありましたので、成果の普
及が全校に難しかったこと、それと、ＳＳＨに係る先生も理数
科目の先生になりがちであったということです。

（八田委員）
　次の申請に向かっては、やはり全校的にどのように広がるか
というところが一番ポイントになると思います。あと授業改善
の手法として、アクティブ・ラーニングをどうやって取り入れ
ていくかというところです。私自身も講義をしていて、とりい
れやすい環境、とりいれにくい環境があります。基礎知識を注
入する部分は必ず必要になってきます。

（大脇委員）
　アクティブ・ラーニングを導入することは大前提になってき
ます。アクティブ・ラーニングは生徒が変わらないといけない
ですよね。自分から発信する。であれば、先生がどう変わるか、
先生も変わらないといけない。授業も変わらないといけない。
先生が生徒から引き出すということになれば聞く耳を持たない
といけない。アクティブ・リスニングという感じ。もどかしい
感もありますが、聞く耳をどう作るか、アクティブ・リスニン
グ、その後、生徒たちをどうまとめ上げていくか、ファシリテー
ションズ、これを見つけたらいいと思います。

（赤峯委員）
　ＳＳＨは「こんな人材を育てるとか、こんな人材を育てるた
めの仕組みを作る」それが基本的に研究に使う開発課題となり
ます。だからこれを防災・減災ということで見るならば防災・
減災に対応できるような人材を育成するとか、そのような人材
を育成するカリキュラムの開発をするという話になる。そうす
ると、ＳＳＨが狙っている創造的人材の育成の観点が限定され
るような気がします。ほかの委員の方もおしゃっていましたが
13 年間という、その積もり積もったものが、第二高校の宝物
だと思います。その中で蓄えてきた研究の成果、要するに試行
錯誤ですよね。どんな試行錯誤をして、どのような今に至って
いるのかというところもしっかりと整理をして、それをベース
にした上で新たな基軸を出すという形が多分一番説得力がある
と思います。課題研究については成果が上がっているところで
すね、アクティブ・ラーニングという方向性も私はこれでいい
と思います。ただ、アクティブ・ラーニングを全面に持ってき
た場合に国が進めていますので、先進校はたくさんあります。
そうすると先進校の後に続く形になり研究開発をするＳＳＨの
立場としては少し弱いのかなと思います。ですからアクティブ・
ラーニングなり、何らかの第二高校ＳＳＨならではの特徴づけ、
あるいは開発研究する視点を付け加えてもらうと良いのではと
思います。

（谷口委員）
　他校ＳＳＨとの違いをどう出すのか。熊本の防災・減災、地
域の課題を出せばそれが特徴となる。そのような意味での提案
であったかと思います。熊本の特徴を生かした研究内容で人材
育成をしていく、教育課程を作っていく。環境などに目を向け
ればもっと広い視点での人材育成になります。あと、第二高校
の特徴として、生徒のレベルが高い。活躍されている卒業生の
皆さんもたくさんいらっしゃいます。その卒業生も紹介しなが
ら成果をまとめていかれると説得力がでると思います。
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